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令和４年8月吉日 

中野区立中学校ＰＴＡ連合会 

会長 伊藤良実 

 

中野区立中学校の教育環境および施設・設備の改善に関する要望 

 

 日頃より、中野区立中学校ＰＴＡ連合会の活動にご理解とご協力を賜り、まことにありが

とうございます。 

 さて、本会の活動も2年間にわたり活動を縮小しておりましたが、本年度より、本来の活

動でありますＰＴＡ役員向けの研修会開催、様々な悩みを抱える思春期の子どもとの接し

方や考え方を知るための保護者向けの講演会開催、そして、ＰＴＡの本質と言うべき、生徒

のための進路相談会開催と、7月まで各校会長は精力的に取り組んでまいりました。 

 本会では「一校の問題は中野区立中学校の問題として共に考え学び行動する」ことをスロ

ーガンに掲げ、長年活動しております。昨年度で中学校の再編は終了し、9校での活動とな

っておりますが、再編校は生徒数が増えたことでのデメリットがないとは言い切れない状

況にあります。それは、教室数不足の問題であったり、部活動の部員に対しての指導員数不

足であったりと、施設的・人員的な問題が様々出てきております。また、再編校以外でも、

施設整備面に予算がつかなかったり、再編がなくても生徒数の増加があり教室数不足の問

題が生じたりしております。 

 現在、中野区では2026年度までの計画として、中野区教育ビジョン（第3次）を2017

年に策定され、子どもたちを、社会を生き抜くための学力だけでなく、人間性、社会性まで

身につけられるような取り組みをしていただき、また、目まぐるしく変わる環境の中での教

育への課題に対しご尽力いただいておりますことを心から感謝申し上げます。「一人ひとり

の可能性を伸ばし、未来を切り拓く力を育む」という教育理念は、強く共感するものであり

ます。 

 このたび、中野区が目指す子育て先進区をさらに前進すべく、中野区コミュニティ・スク

ールの推進を発表されました。そこでは、今までの学校評議員会や学校支援会議を精査し、

学校支援ボランティア制度を発展させ、学校、地域、保護者が小中の9年間を通した学校運

営方針の下、活動していくということであります。しかし、今までの中野区独自の活動を発

展させるのであれば、今後は無償だけを掲げるのではなく、他区でも見られるような有償制

度の導入も視野に入れ、何が一番中野区の子どもたちにとっていい制度となるのかを、全て

の関係者で真剣に議論した上で実施していただくことを強く望むところであります。 

 本要望書の要望が一つでも多くかなうことが、中野に住み続け、我が子の教育をゆだねて

いる私たち保護者の願いです。子どもたちによりよい教育環境を提供するために、皆様のお

力添えを賜りますよう心よりお願い申し上げます。  
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〔１〕 生徒の安全・安心について 

１．統一要望 

＜統一要望１＞ＩＣＴについて 

 教育におけるＩＣＴ化の推進は、新しい学習スタイルの構築、生徒の情報活用能力の向上、

教師の働き方改革に向けて必要不可欠であり、コロナ禍における授業の継続や様々な事情

により学校に登校できない子どもへの学習機会の提供にも資するものであり、近年におけ

る教育環境の整備の中でも最重要課題の一つになっています。 

 中野区においても、令和３年４月に「教育の情報化推進計画」を策定し、計画的に推進す

るとともに、令和４年度予算においては、ＩＣＴ推進による教育環境の整備について、前年

度比約３.４倍の約１億5,000万円を計上し、力を入れて取り組んでいただいており、感謝

申し上げます。引き続き、現場の実態に応じてＩＣＴ化をさらに推進していく必要がありま

す。 

 学校における電子黒板や大型モニターの設置等の環境整備については、情報化推進計画

に基づいて着実に推進されていますが、特別教室においても電子黒板の増設が必要となっ

ています。 

 また、ＩＣＴ機器の有効活用を図るためには、教職員に対するサポートが引き続き不可欠

であり、ＩＣＴ支援員を含め、サポート体制をさらに強化することが必要です。 

 教職員用のタブレットについては、非常勤講師分のタブレットが不足しており、生徒分の

余剰端末を活用している状況にありますが、指導用と生徒用では使える機能等が異なるも

のであり、指導業務が滞りなく行われるようにするためには指導用タブレットを増やす必

要があります。 

 また、デジタル教科書については、数学、外国語において導入されていますが、各学校に

おいて効果的に活用されるよう、教育委員会内で効果と活用方法について十分に検証し、学

校現場に必要な支援を行うことが必要です。 

 さらに、中野区ではＷｉ－Ｆｉ環境が必要な端末を利用しているため、家庭の環境によっ

ては端末を利用できない場合があるほか、校庭や、校外学習、修学旅行等で活用することが

できません。Ｗｉ－Ｆｉ環境がなくても利用できる機器への変更や、必要に応じたＷｉ－Ｆ

ｉルーターの貸し出し等の対応が必要です。 

 こうした課題に対応し、ＧＩＧＡスクール構想などが推進される中で、中野区においても、

真に生徒や先生にとって利用しやすいＩＣＴ環境を整備するため、以下の対策を講じるこ

とを強く要望いたします。 

 

◇特別教室の電子黒板の増設を図ること。 

◇ＩＣＴ機器等による効率的な学習環境を維持するため、ＩＣＴ支援員を含め、教職員を

サポートする体制をさらに強化すること。 
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◇正規職員だけでなく、その補助業務に従事する非常勤職員にも指導用タブレットを貸与

し、指導業務が滞りなく行われるよう環境整備をすること。 

◇デジタル教科書が効果的に活用されるよう、効果と活用方法について十分に検証した上

で、学校現場に必要な支援を行うこと。 

◇タブレット端末などのＩＣＴ機器を効果的に活用するため、Ｗｉ－Ｆｉが届かない校庭

や校外学習、修学旅行等でも使えるように、例えば必要な時にＷｉ－Ｆｉルーターを貸

出しできるよう検討すること。 

 

＜統一要望２＞施設環境面について 

 新型コロナウイルス感染症の感染がいまだ収まらない中、公立中学校においてもしっか

りとした感染対策が求められることはこの期に及んで言うまでもありません。しかし、それ

が全てではなく、生徒の安全・安心に関わる問題が引き続いて発生しています。また、特に

再編しない学校施設の老朽化が顕著となり、学校間における環境面の格差が目に余る状況

にあります。中野区小中学校再編計画（第一次、第二次）の対象とならなかった学校につい

ては、計画的かつ可及的速やかに格差改善を図り、良好な教育環境を整備していただきたく、

引き続き以下を要望いたします。 

 第１に、給食施設・設備です。令和２年度、中野第一小学校において給食を原因とする食

中毒事案が発生いたしましたが、令和３年度には第二中学校において給食の中に「異物」が

混入していた事案が数件続いておりました。また、給食調理施設の老朽化も深刻です。緑野

中学校においては床面老朽化（凹凸、塗装の剥がれ等）により衛生上の問題があったり、空

調の経年劣化により調理従事者の労働環境が劣悪となったりしております。中Ｐ連として

は各懇談の場において、「一日も早い改善」を求めてきましたが、今日に至るまで実現して

おりません。安全であって当然であるべき学校給食において、立て続けにこのような問題が

起きてしまっており、私たち保護者は学校給食の事業に対し、大変不安な気持ちにさいなま

れ続けております。 

 給食業者につきましては、定期的に調理事業者を通じ、これまで以上に調理従事者への衛

生教育を行っていただき、都の栄養士の任意団体などの有益な情報を委託事業者栄養士に

も共有し、質の向上を図ること。給食調理施設・設備と調理器具は学校給食衛生管理基準に

のっとり、学校とともに必要な点検を実施していただくこと。また、必要に応じて設備の更

新や人員の増加を図り、同時に、学校給食施設の改善状況を定期的に生徒および保護者向け

に発信して、心理的不安も解消することをお願いいたします。 

 学校給食における「食の安全」を確保し、区内全公立学校に子どもを通わせる保護者から

の信頼回復を、時期を決めて実現していただくようお願いいたします。 

 第２に、空調設備および網戸です。平成29年度より「体育館・特別教室の熱中症対策に

ついて」の要望を提出させていただきました。おかげさまで各校体育館の耐震化工事に合わ

せ、空調設備の設置も終了し、生徒はもちろん教職員、学校施設を利用する地域の方々より
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感謝の声を聞くことができております。屋根や壁面へ反射塗料を塗布するなどの対策も導

入していただき、併せてありがとうございます。 

 一方で、特別教室等（空き教室）への空調設備の設置については、計画的に設置が進んで

いるものの、完了には至っておりません。新型コロナウイルス感染症拡大により、各学校で

は密集を防ぐために特別教室を複数使用するなどし、教職員の創意工夫により感染対策を

行っています。今後も特別教室等も有効活用し密集を防ぐ努力が求められます。令和２年度

には２つ目の部屋（第２教室）への設置を完了させる予定で取り組んでいただいております

が、熱中症対策や新型コロナウイルスの感染予防対策として特別教室等への空調設備の設

置完了の前倒しは、年々厳しくなる酷暑を前にして、今や急務であります。各学校との意見

交換を十分に行い、空き教室も含め全ての部屋に空調設備を設置し、一日の大半を学校で過

ごす生徒・教職員の熱中症や新型コロナウイルス感染症の感染リスクを最大限に排除し、ま

た、働き方改革の一助となって、肉体的かつ精神的な負担軽減を図るべきであると考えます。

空き教室を含めた諸室については、各室の使用状況等を調査の上、可能な限り前倒しして導

入を推進していただくようお願いいたします。 

 一方で、マイクロを含む飛沫感染から生徒および教職員の身を守るためには、気候上可能

な限り常時換気を徹底することとしております。それは、広く天井の高い体育館であっても

換気は必要とされ、エアコンを使用している教室でも、エアコンは単に空気を循環している

だけであるため、外気を取り込む換気が必要とされております。しかしながら、昆虫や害虫

などの生物が息づく季節においては、窓の開閉によりそれらが教室内へ侵入することが常

であります。学校の立地条件によって事情は異なりますが、虫の種類によってはデング熱や

アナフィラキシーショックを引き起こす可能性もあり、特に基礎疾患のある生徒が通う特

別支援学級・特別支援教室においては、コロナ禍を問わず、そもそもの死活問題であると言

えます。また、近年多発する天災地変時において、学校は避難所ともなり、停電時には窓を

開け外気を取り込むことも必要とされます。安心して外気を入れ込むためにも必要とされ

る各教室への網戸の設置は「待ったなし」の状況であると考えられます。可能な限り早急に

各校の立地条件や各室の使用状況等を学校に確認しながら、網戸の設置を実行していただ

くようお願いいたします。 

 最後に、誰でもトイレ（バリアフリートイレ）です。平成28年４月に施行された障害者

差別解消法は、「全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格

と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推

進することを目的」としたものであります。令和３年度に中野区立中学校の全校に特別支援

教室の設置が完了し、区内の全中学校において巡回指導が開始されることとなり、多様性の

認容と共生社会の実現に向けた教育施策の計画推進をしていただいているところです。誰

でもトイレは既に設置されていたり、設置の予定をしていただいてはいますが、該当生徒の

性別に合わせた男女どちらかのトイレだけであったり、トイレの一番奥に設置されていた

りと、特に築年数の古い校舎に設置された誰でもトイレの利便性がいいとは言えません。性
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的マイノリティへの対応や、普通学級でも、先天性の障がいや不慮の事故やけが等による肢

体不自由で車椅子の使用を余儀なくされるケースも考えられます。今後も公立学校として、

災害時の避難所・拠点としての最低限の設備を整備するというだけでなく、そうしたニーズ

に対してより積極的に応えていく必要性があると考えます。既存の校舎については、引き続

き課題等を洗い出しつつ、各学校との意見交換を踏まえながら、今後の改修工事の際に可能

な限り誰でもトイレを設置していく方向で対応し、新校舎の建設に当たっては、原則として

各階に誰でトイレを設置するよう求めます。誰でもトイレは、障がいのある児童・生徒およ

び教職員だけでなく、保護者や地域の方など、多様な利用者が安全かつ円滑に利用できるよ

う、利用者の意見や利用状況なども踏まえて、ユニバーサルデザインの考え方による整備を

推進していただくようお願いいたします。 

 今後、中野区ユニバーサルデザイン推進条例に基づき、学校施設にも既存の設備を縮小す

ることなく、障がいの有無、性別、年齢などにかかわらず、また、場所・時間帯などにも制

限されずに利用可能な誰でもトイレを早期に設置していただき、設置済みであっても使い

勝手の悪い誰でもトイレについては積極的に改修工事を行うべきであると考えます。以上

の３点については特に優先して改修するべきと考え、強く要望します。 

 

◇再編予定のない学校施設の老朽化が顕著となり、学校間の環境面の格差が大きくなって

いる。各学校との意見交換を十分に行い、生徒の安心・安全にかかわる事案については積

極的に改修を行うこと。 

◇給食事業者においては、定期的に調理従事者への衛生教育を行い、東京都から派遣され

た栄養士と区から各校へ配置された栄養士の相互交流を図り、給食の質を上げること。

直ちに区内各校の給食調理施設・設備と調理器具の現況の再点検を行い、各学校との意

見交換を十分に行い、老朽化した給食調理施設・設備と調理器具の刷新や人員の増加を

図ること。また、改善状況を保護者などに向けて情報発信していくこと。 

◇特別教室への空調設備の設置を完了させるとともに、新型コロナウイルス対策の一環と

して空き教室の使用頻度が高まっているため、各学校との意見交換を十分に行いながら、

空調設備の設置を図ること。 

◇少ない投資で最大限の効果があるので、必要な箇所への網戸の設置を可能な限り早急に

図ること。 

◇区内９校への誰でもトイレ（バリアフリートイレ）の設置・改修に向けた現状の問題と課

題の把握・検討を期限を切って行い、各学校との意見交換を十分に行って、早急に設置・

改修を図ること。特に再編予定のない学校施設において、施設改修を優先的に進めてい

くこと。 

 

＜統一要望３＞災害・生徒への安全対策について 

 東日本大震災以降、関東圏では幸い大きな地震はないものの、今年に入って東北や北陸地
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方でしばしば大きな地震に見舞われ、首都直下型地震も、いつ起きてもおかしくない状況と

言われています。また地球温暖化の影響で昨今の日本国内の大雨の強さは増大傾向にあり、

神田川、妙正寺川、江古田川、善福寺川の流れる中野区では、河川の氾濫による被害は河川

改修・地下調節池整備になどにより近年はほとんど発生していないものの、道路冠水や下水

道からの住宅への浸水被害など、都市型水害が度々発生しています。さらに、大雨は土砂災

害の原因ともなり、備えるべき自然災害は多様化しているのが現状です。 

 また、中野区内でも河川からの距離や海抜、近隣の木造住宅の密集度等によって、自然災

害による被害の想定は異なります。地震に関しては、東京都が平成30年に実施した地震に

関する地域危険度測定調査では、建物倒壊危険度・火災危険度・災害時活動困難度を総合し

た総合危険度が最大の５となっている地域が区内に４か所あり、うち１か所に明和中学校

が位置しています。水害ハザードマップでは、水害時の浸水域に神田川沿いの南中野中学

校・第二中学校、妙正寺川沿いの第五中学校・第七中学校・明和中学校が位置しているほか、

土砂災害ハザードマップでは中野東中学校等複合施設が避難所として指定されています。 

 一方、区内の小・中学校は「避難所」として指定され、災害時の地域の救援・救護の拠点

となっており、有事の際は、地域社会との連携が不可欠です。学校単位で月次の避難訓練は

行われていても、それが形式だけのものに終わらぬよう、けが人の救護や給水等の補給活動

等も含め、平常時からマニュアルを整備し、実働・実現可能な状態にしておくことが不可欠

と考えます。 

 また一時的な避難の際も、避難所が長期的に運営される救護活動・支援活動の際も、生徒

ならびに教職員の安全の確保のため、ヘルメットは必要です。本当に必要な時に、大切な命

を守れるような状態にしておけるよう、これまで長期にわたり配備をお願いいたしており

ましたが、未だに導入できておりません。避難所に指定された中学校の生徒が、有事の際に

ボランティアとして率先して動かざるを得ないことは明らかです。そのような状況を懸念

し、ＰＴＡ会費や校費にて導入された学校もございますが、ヘルメットは一般的に耐用年数

が３年であり、安全を確保するためには継続的に更新する必要があります。常に教職員・生

徒の命と安全が守られる環境を確保いただきたく、引き続きお願い申し上げます。 

 

◇特に防災に関しては、異常気象や地震災害といった自然災害が増加している中、教育部

門と防災部門で施設状況等の実態を相互に把握し、生徒と教職員が安全に避難・待機し、

さらには安全に地域の救助・支援活動にも参加できるよう、実現可能な防災・避難マニュ

アルを早急に整備すること。 

◇区立中学校の全生徒と教職員が被災した場合の避難時に余震等による建物や塀の倒壊、

落下物等から頭部を守るためのヘルメットを早急に配備し、耐用年数に応じた更新を行

うこと。また、生徒の椅子の下にヘルメットを保管するためのネット等を設置すること。 
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２．各校優先要望 

＜第二中学校＞学年の１フロア化（３クラス同フロア化）について 

 現在、同学年が別フロアや別棟でのクラス運営が常態化しています。災害時に、別棟で授

業を行っているクラスが孤立化し、災害対策本部である職員室と分断されてしまう可能性

があり、生命を守るためにも、また、生徒管理の一元化のためにも早急に１フロア化の実施

を強く要望いたします。 

 

＜第五中学校＞不登校生徒のための「第２ほっとるーむ」へのエアコン設置につ

いて 

 本校では昨年度、約１０％の生徒が不登校となっており、「第２ほっとるーむ（第２教育

相談室）」が不登校生徒の居場所の役割を果たすために、エアコン設置は喫急の課題となっ

ています。一人の子どもも取り残すことなく支援するため、早期の対応を強く要望いたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏の暑い時期でもこの状況 

 

＜第七中学校＞特別教室の席数不足について 

 特別教室（第一理科室、第二理科室、第一技術室、被服室、調理室、第二技術室）の席数

が生徒定員数を満たしていないため、学習環境に不平等が生じている。 

 そのため、生徒定員数の全員が同じ環境で教育を受けられるよう、席数の増設を強く要望

いたします。 

 

＜北中野中学校＞会議室のエアコンの付け替えについて 

 会議室のエアコンは老朽化が進んでおり、非常に効きが悪く支障をきたしている状態。生

活指導部、支援教育部などの会議をはじめ、講師、カウンセラー、専門員、支援員の食事の
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場としても毎日使用しており、定期試験の際には別室受験会場として、そのほかにＰＴＡや

外部の方の来校の際の打ち合わせも、ほかに部屋がないため会議室を使用しており、早急な

付け替えを強く要望いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化したエアコン 

 

＜緑野中学校＞地下体育館のカビ対策について 

 地下体育館の通路・トイレ・シャワー室・更衣室において、カビによる悪臭が発生してい

ます。定期的な清掃はしているとのことですが、根本的解決に至っておりません。 

 天井に目視でカビが確認でき、悪臭と共に菌を吸入してしまう可能性あり、本校の生徒だ

けでなく、他校の生徒（部活動の試合等）や地域への開放で来訪者もあるため、衛生環境の

改善は必須であると考えます。 

 カビ除去専門の事業者による対応、換気設備の点検と修繕を強く要望いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             天井のカビが各所に見られる状況 

 

＜南中野中学校＞オンライン授業用の機材の充実について 

 全生徒に配付されたｉＰａｄをより効果的に活用するには、優れたアプリケーションや

オンラインサービスを導入する必要があります。導入するにはランニングコストを考慮し
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た予算措置がされないと、現状では学校独自の判断で有料サービスを入れることができま

せん。優れたアプリケーションの導入は生徒の学びにおいて効果的で、かつ教員の働き方改

革にも資するものと考えられるため、導入のための予算化や制度変更による教育環境を充

実してもらえるよう強く要望いたします。 

 

＜中野中学校＞校庭南側に日陰や目隠しになるような植樹について 

 本校の校庭は南側に面し建物がないために年間を通して日当たりがいい。そのために現

状、校庭を照り付け、体育の授業および部活動中は日にさらされながら行っている。運動会

や校庭使用の際に緊急的に生徒を避難、休憩させる場所がない。日よけになる植樹を校内で

経験させ、将来にわたって継続されていくこと、かつ地域の景観にも貢献するという経験を

させる体験授業と地域貢献を強く要望いたします。 

 

 

 

 

 

 

 中野中学校南面（写真奥は四季の森公園）   中野中学校西面（写真奥は野方警察署） 

 

＜中野東中学校＞新校舎運用後に指摘のあった各所の不具合の改善について 

①防犯警備体制の改善 

  不特定多数の人が出入りする複合施設内に中学校があるにもかかわらず、玄関脇の主

事室から校門が見えづらく、またインターホンを鳴らしても主事室では受けられないな

ど防犯上の問題がある。主事室でインターホンを受けられ、モニターで玄関の様子を見ら

れるような設備導入を強く要望いたします。 

②校庭照明設備の改良 

  現在校庭に６基の照明があるが、ピロティ付近の段差がある箇所に照明が当たらず、日

没の早い冬場は見えづらくて危険であるため、増設などの対応を強く要望いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

校舎の出入り口付近に照明が当たらない現状 
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③校舎2階以上の窓に網戸設置 

  新校舎建設時に虫よけ目的の網戸が１階にのみ設置していただいています。大規模災

害時の避難所として機能する際の換気時に空調が使えないことが想定され、網戸を設置

しておかないと害虫が入ってしまうことが考えられるため、２階以上にもぜひ設置して

いただけるように強く要望いたします。 

④屋上プールの遮熱・目隠し対策の充実 

  近隣の高層ビルからプールが見えてしまうこと、また、５階という、区立中学でも最高

層にプールが設置されているにもかかわらず、避暑・遮熱目的のひさしがプール周辺しか

覆っておらず、熱中症リスクが高いため、両方の要件を満たすネットを設置していただく

ことを強く要望いたします。 

⑤廊下の水道蛇口のレバー化 

  感染症対策として各階廊下の水道蛇口をレバー式に変更していただけるよう要望いた

します。 

 

＜明和中学校＞外灯の設置について 

 本校は区内中学校で唯一、校内施設の中を妙正寺川が通り抜ける構造となっております。

川の流れや緑に囲まれ、自然を感じる校風ですが、相反して、川沿いに外灯はなく、校舎自

体も一般道から離れて建てられているため、道路沿いの外灯も届かず、校舎・校庭・体育館・

正門の動線上に照明がない状態となっています。 

 日没後の生徒の下校時、夜間に学校を利用する地域の皆さんの事故やけがの防止対策も

さることながら、本校の校舎と校庭の間にある川沿いに不審者が現れております。学校を利

用する生徒や地域の方々の安全確保の観点からも必要箇所に外灯を設置していただくよう

強く要望します。 

 

 

 

 

 

 

 

正面から見ると、体育館のあかりで    体育館のあかりがないと、何も見えない 

 辛うじて足元が見える程度 
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〔２〕教育環境について 

１．障がいや不登校を含む全ての子どもへの学びと育ちの機会の保障について 

 障がい児福祉の利用者はこの10年で約４倍に増加し、特別支援教育の利用者も約２倍に

増加している中、区立中学校でも障がいのある子どもの受け入れを充実していく必要があ

ります。 

 特別支援学級を設置しているある区立中学校では、運動会の全員リレーを通常学級の生

徒と一緒に行い、普段は勝ちにこだわる男子生徒が、特別支援学級の生徒に「焦らなくいい

よ。大丈夫だよ。」と声をかけるなど、通常学級の生徒にもいい影響を及ぼしています。現

在、中野中学校と今年度から中野東中学校が拠点校となり、全区立中学校９校に設置された

特別支援教室に巡回指導も行われています。今後とも、共生社会の実現に向け、障がいのあ

る子どもとない子どもが同じ場所で学び育つ機会の充実を図っていく必要があります。 

 今年度から、区の子ども特別支援課が廃止され、教育と福祉が別組織へと分かれましたが、

子どものライフステージに応じて、福祉、教育、就労等の関係部局が連携して取り組んでい

く必要があります。 

 不登校の子どもに対しては、コロナ禍での学びの継続のためｉＰａｄが全ての生徒に配

付されたことにより、在宅しながらオンラインで授業を受けることができる環境が整って

います。こうした学びの機会の保証を続けていくことはもちろん、不登校の子どもが、学校

等に居場所を持てるような取り組みを各学校で進めていく必要があります。 

 また、教育は、学校だけで行なわれるわけではありません。福祉分野においても、学習支

援の取り組みが行われています。子ども食堂のような民間主体の子ども支援も行われてい

ます。様々な状況にある子どもに学びと育ちの機会を保障していくには、教育と教育以外の

分野、地域、民間との協働が不可欠になっています。 

 よって、以下について要望します。 

 

◇障がいのある子どもとない子どもが同じ場所で学び育つ機会の充実のため、障がいにつ

いての正しい理解の普及や各区立中学校での特別支援教育の充実を図ること。特に、職

員の配置について区として上乗せしていくことを検討すること。 

◇子どものライフステージに応じて、区の教育、福祉、就労等の関係部局が連携して取り組

むため、例えば連絡会議の設置などの体制を構築すること。 

◇オンライン授業の実施やルーターの貸与等により、様々な事情があって登校することが

できない全ての子どもへの学びの機会を保障すること。 

◇不登校の子どもの居場所づくりについて、各学校・地域ごとに検討すること。 

◇様々な状況にある子どもに学びと育ちの機会を保障していくため、教育と教育以外の分

野、地域、民間との協働を進めていく方策を検討すること。 
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２．教育現場での人材確保・育成について 

（1）プール補助員・学校図書館指導員・任期付短時間勤務職員について 

 安全確保のため、中野区の指導により中学校のプールの授業において監視員を３人配置

するよう設けられた体制は、各校の鋭意努力により、おおむね徹底してきたと見受けられま

す。プールの授業では、生徒が溺れたり、飛び込みなどによる重大事故の危険が伴うため、

こうした安全配慮は保護者として非常にありがたい措置ではありますが、男女を分けて行

うことが必須とされる中学のプールの授業を考えると、校内の教職員をそれぞれ３名ずつ

常時配置するというのは、各教員が抱えている仕事量や人材不足と言われている中で各教

職員の負担も大きいと思われます。そのため、平成30年からプール補助員を全校に配置し

ていただき、生徒の安全と教職員の負担軽減が図られておりますことに感謝申し上げます。 

 今年度においても、プール補助員が十分に確保できるよう予算措置をしていただいてい

るところですが、補助員の確保については各学校が採用するものとされています。来年度に

おきましても、これまで同様に補助員を配置できるよう予算を確保していただくとともに、

補助員の人材確保についても支援をお願いいたします。 

 また、中野区では図書館指導員を早くから制度化しており、学校図書館図書標準について

も高い達成率を確保していただいております。 

 一昨年度より、統合図書館システムの運用により、各学校間での蔵書の相互利用や区立図

書館、地域開放型学校図書館の蔵書の検索や閲覧・貸出が可能となりました。 

 第３次教育ビジョンおよび中野区子ども読書活動推進計画では、調べ学習の幅が広がり、

より一層読書習慣を充実させることを記しておりますが、生徒と対面して教育活動に携わ

る学校図書館指導員は、調べる楽しみや知る喜びを生徒たちに教え導くとともに、成長過程

にある中学生の情操を養う役割として欠かせません。 

 中野区では、教育へのサービス面で調べ学習の支援をうたっておりますが、それには図書

館指導員のしっかりとしたレファレンスサービスが求められます。 

 平成30年の「中野区子ども文教委員会」の資料には、「学校図書館指導員の業務時間の拡

充により、児童・生徒および教職員へのきめ細やかな対応が可能となり、調べ学習の援助や

レファレンス対応の充実が図られる。」と報告されております。 

 しかしながら、現在の中野区の図書館指導員の勤務時間は一日４時間となっております。

これでは、勤務時間のほとんどが図書の整理に取られ、レファレンスサービスに時間を割く

ことは困難であると言わざるを得ません。 

 また、図書館指導員の資質も、人により格差があると問題視されております。そのため、

各校の図書館指導員の資質・能力向上のための研修の実施および勤務時間の延長を図るな

どの対策を求めます。 

 さらに教育活動の充実を図るため、「任期付短時間勤務職員」を「教員」として各校に配

置する措置の延長を強く求めます。また、「会計年度任用職員」の制度が本年度より本格的

に開始したほか、「学校サポーター登録制度」など、区独自の措置にも取り組んでいただい
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ておりますが、制度運用上の課題も多いことや、子どもたちを安心して任せることができる

人材を確保するための施策については、さらなる検討を依頼します。 

 中Ｐ連はこれまで一貫して教職員の加配や人的支援、学校における働き方改革など、教職

員の負担軽減を求める要望を行ってまいりました。それは、教職員の先生方が、今よりも子

どもたちに向き合う時間を少しでも多く持ってもらい、より効果的な教育活動を行ってい

ただきたいとの思いからです。 

 今では「任期付短時間勤務職員」は、学校になくてはならない存在であり、精力的に子ど

もたちの指導に当たっていただいておりますが、臨時職員としての補助的業務ではなく、正

規職員の教諭として他の教員との連携強化に加え、学習指導の方法や教材の作成を工夫す

る等、より広い範囲で学校を支える人員として働けるようになることを期しております。 

 国では教員の勤務実態調査や、審議会での答申を踏まえ、平成31年から学校における働

き方改革推進本部を立ち上げ、働き方改革のための取り組みが進められてきました。令和元

年には文科省から「夏季等の長期休業期間における学校の業務の適正化等」の通知が出され

るなど、具体的に学校現場の働き方の改善に動きが見られました。また、昨年は「学校教育

法施行規則の一部を改正する省令」が施行され、学校や教員が直面する課題が多様化・複雑

化する課題に対して、適切にサポートする支援員の職務内容が改めて規定されました。 

 よりよい教育環境の整備は、こうした国の方針によるところもありますが、子どもたちの

安心・安全の確保と教職員の負担軽減のために、中野区として確実な対応をしていただきた

いため、以下を強く要望します。 

 

◇生徒の安心安全確保を眼目とし、各中学校に十分なプール補助員を今後も継続して配置

できるよう、予算の確保と人員の確保をすること。また、プール補助員への教育・指導を

徹底すること。 

◇各校に配置していただいている学校図書館指導員の格差是正のための研修の実施。また、

勤務時間の延長等の対策で質の高いレファレンスサービスを区内全校の生徒全てが受け

られる体制を構築すること。 

◇任期付短時間勤務職員制度の継続、勤務日数や取り扱い業務の拡大に加え、会計年度任

用職員の募集拡大を図ること。また、学校サポーター登録制度における登録者の信頼性

の担保について検証すること。 

◇現在ホームページのみで募集をかけている学校サポーター登録制度について、より人材

が確保できるよう様々な手法による募集の拡大を検討し、確実に教育現場の人材確保が

行えるよう取り組むこと。 

 

（２）教育相談窓口の充実について 

 現在の子どもが抱える心の病は、多感な思春期の経験が引き起こすものはもちろんのこ

と、家庭の貧困やネグレクトといった家庭環境に起因することや、ＳＮＳ等を介した目に見
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えない家庭外からのいじめ、いまだに終息の見えないコロナ禍による心身的ストレス、ある

いはそれらが複合化した場合など、多様化しております。 

 上記の事柄を子どもたちが外部の人間に相談することは容易なことではありません。人

知れず個々の悩みを抱え続け、最終的に自ら命を絶つという最悪の結果をも招きかねませ

ん。 

 本来であれば、我が子を守り健全に育てることが親の責務ではありますが、大人もまた会

社内での人間関係のトラブル、失職や収入の減少による将来への不安などの理由から、同様

に心の病を抱えている人が少なくないのも実情です。教育を等しく受ける権利は憲法によ

って保障されている以上、ＰＴＡとして、保護者と教職員が協力して子どもたちを支えるこ

とは最も大事なことではありますが、一家庭に対して関与することにはおのずと限界があ

ります。そのため、子どもたちの心と命、さらに子育てに悩む保護者のためにも第三者によ

る心の受け皿となる環境のさらなる拡充といつでも相談できる環境整備を強く望みます。 

 平成29年度には、要望し続けてまいりましたスクールソーシャルワーカーや、令和元年

度には学校サポーターの拡充が図られるなど、進捗が見えたことは大変感謝しております

が、家庭環境に起因するものや不安・無気力などの心的要因による不登校については、学校

側からの支援だけでは賄い切れないことも判明しております。そのため中野区では、教育支

援室「フリーステップルーム」とその分室を北部（野方図書館３階）と南部（南部すこやか

福祉センター）に開設して、小集団での活動や行事で個々の学力や人とのコミュニケーショ

ン能力の向上と、カウンセラーによる心のケアを通して不登校生徒の復学と社会的自立を

支援してくれています。 

 しかしながら、フリーステップルームに通級できる生徒がいる一方で、家庭から外に出ら

れない生徒がいるなど、一人一人の状況に応じた適切な対応が求められます。 

 中野区では昨年、子ども・若者支援センターや教育センターなどの複合施設「みらいステ

ップなかの」が開設されました。ここでは子どもに関する総合相談や教育相談、就学相談な

ど各専門機関が連携した相談体制が構築されました。こうした機関の連携により、子どもや

各家庭に応じて、より一層適切な対応がなされることを期待します。 

 近年、子どもを取り巻く環境が大きく変わっております。子どもたちの心のサインを見逃

さず、早期発見および早期対応を図ることが大切であり、学校・家庭・地域が一体となって

未然防止に取り組む必要があります。そのためには、地域社会と協同し、学校内外で子ども

が多くの大人と接する機会を増やすことが重要で、親でも教師でもない第三者と子どもと

の新しい関係＝「ナナメの関係」をつくることが大切であります。子どもも保護者も安心し

て、ほんのささいなことでも本音が出せる「ナナメの関係」を構築するためには、まず中野

区による関係各所への積極的な関与が必要であると考えますので、以下を強く要望します。 

 

◇子ども・保護者が困ったときに、いつでも電話相談できる「中野区立教育センター教育相

談室」、「こども１１０番」をフリーダイヤルにすること。 
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◇安心して子どもたちや保護者が相談と信頼のできる相談員の確保と育成を引き続き図る

こと。 

◇学校が人員確保に当たると同時に、区として人材情報の蓄積、共有、人材の発掘、育成の

ための取り組み（スクールカウンセラー・心の相談員連絡会等）に関して、詳細な報告を

すること。 

◇関係機関がより一層連携を強化した上で、生徒一人ひとり、また各家庭に応じた適切な

支援を講じること。 

 

（３）部活動における外部指導員・部活動指導員の活用について 

 平成29年３月に改訂された学習指導要領において、「教育課程外の学校教育活動と教育

課程の関連が図られるように留意するものとする。特に、生徒の自主的、自発的な参加によ

り行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任

感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の

一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際、学校や地域の実態に

応じ、地域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運

営上の工夫を行い、持続可能な運営体制が整えられるようにするものとする。」とあります。 

 部活動は、この時期にこそ学ぶべき真剣勝負や団結力、集団行動を通じて協調性、健全な

心身や良好な人間関係などを得るための大切な教育の場であり、生徒自身が活動を通して

自己肯定感を高めたりするなど、その教育的意義が高いことも指摘されています。 

 しかしながら、部活動に参加する生徒、保護者の求める技術力の向上や部活動の活性化に

対し、多忙な顧問の先生だけでは応えられない場面も想定され、専門的な指導力を持った外

部指導員・部活動指導員の活用は大いになされるべきです。「中野区立学校における働き方

改革推進プラン」においてもその方向性は一致しています。一方で、指導要領の改訂以前よ

り学校では指導者としての適性を持ち、かつ限られた予算内で協力を得られる人材を確保

することが難しい状況であります。区内では学校支援ボランティア制度も確立し、スポーツ

コミュニティプラザにおいても、スポーツ支援の人材育成を進めていますが、学校現場にお

いては実用的ではないため、効果的に利用されていないのが現状と言えます。 

 国の動きとしては、スポーツ庁において、学校の働き方改革を踏まえた部活動改革として、

令和２年に学校と地域が協働・融合した部活動の具体的な実現方策とスケジュールが示さ

れました。また、運動部活動の地域移行に関する検討会議では、「運動部活動の実施主体を、

学校から地域へ移すことに関する提言」が今年６月に出され、これを受け、スポーツ庁では、

公立中学校で休日に行われてきた部活を、原則として2023年度からの３年間で地域移行

する方針を示しました。 

 これにより、国の動向を注視しながら取り組む必要はありますが、いずれにしても、一番

の課題は人材の確保です。今後は各自治体においても人材確保の競争が本格化し、せっかく

制度が整ったとしても、人材確保ができないといった状況も想定されます。 
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 まずはあらゆる手法を検討しながら、今のうちに人材確保のための調査や取り組みを積

極的に行っていくことが必要と考えます。そのために、以下を強く要望します。 

 

◇国の動きを待つことなく、学校サポーター登録制度等も積極的に活用し、より幅広く部

活動指導員の人材確保につとめること。 

◇これまでの平日の外部指導員について、以前より要望してきた通り、外部指導員・部活動

指導員の補填と充実のために、十分な予算確保すること。 

 

３．学校再編・施設整備計画について 

 中野区立中学校の再編については、「中野区立小中学校再編計画」（平成17年10月策定）

および「中野区立小中学校再編計画（第２次）」（平成25年３月策定。以下「第２次再編計

画」と言う。）に基づき進められ、平成20年度の緑野中学校の開校から始まり、ついに最後

の第四中学校と第八中学校の再編も、昨年度の「中野区立明和中学校」の開校で、ソフト面

は終了しました。 

 また、ハード面においては、第２次再編計画および「中野区立小中学校施設整備計画」（平

成26年10月策定）に基づく中野東中学校の新校舎移転は昨年９月に実施されており、残す

は明和中学校の新校舎建設のみとなりました。 

 明和中学校新校舎建設施設整備計画は、令和５年度建築完了予定であったにもかかわら

ず、移転先（美鳩小学校旧校舎）の擁壁構造調査による安全性不足や周辺都住宅施設の工事

計画の交通状況を踏まえ、「中野区立小中学校施設整備計画（改定版）令和３年度（2021

年度）〜令和12年度（2030年度）」（令和３年10月策定）においても、建築計画が令和７

年度以降に延期と記載されたままでした。しかし、「『明和中学校校舎新築その他工事』工事

説明資料」（令和４年３月４日）において、工事期間（令和４年４月上旬〜令和６年12月下

旬）と新校舎供用開始（令和７年４月予定）が明示されました。 

 一日の大半を学校で過ごす子どもたちと学校関係者のための教育環境の場でもあり、通

学を含めた教育設備の充実は、未来の中野区を支える人員の育成の基盤にもなります。また、

学校は地域住民のシンボルであり、災害・緊急事態の有事においては避難設備としての拠点

となりますので、現在の生徒の通学時間の格差を早期に解消するためにも、工事説明資料に

明示された期限を厳守していただきたく、強く要望いたします。 

 また、小学校の再編計画も大詰めを迎えておりますが、今年度第一次再編より11年を迎

える平和の森小学校の新校舎建設は、「平和の森小学校校舎等整備基本構想・基本計画」（令

和４年４月）において道筋は示されたものの、いまだ実現されておりません。同小学校の新

校舎完成をもって、中野区における小中学校の再編計画の終了となりますので、一日も早い

建設をしていただくよう、併せて強く要望いたします。 

 最後に、学校再編が終わると、令和12年度までの予定で進行中の「中野区立小中学校施

設整備計画（改定版）」に焦点が移ってきます。改築の基準となる「築70年」が間近の二中・
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七中・北中野中が当計画の対象校ではありますが、令和13年以降に整備予定の、五中・緑

野中・南中野中につきましても、間もなく築50年が経過しようとしているため、遅滞なく、

もしくは前倒しして実現するとともに、将来の生徒数の動向を踏まえ、学級数増への対応や

少人数指導教室等にも活用し得る予備教室を十分に確保していただくよう、強く要望いた

します。 

 

◇明和中学校の現校舎（旧第四中学校）が、生徒によっては母校となるため、そこに集う生

徒が充実した学習環境になるよう、現設備の実査点検および修繕を期限内に確実に実施

すること。 

◇新校舎の建設に当たっては、地域環境・社会環境の変化に対応した設計を行い、音楽室や

体育館の防音化、プールにおける外部からの目線への配慮および熱中症予防の遮熱など

の対策を十分に図ること。また、ＩＣＴの高機能化に伴う発展の余地を考慮した施設仕

様となるよう十分な検討を行うこと。 

◇新校舎には、教職員の働き方改革を推進し、もって子どもたちの教育内容の充実にも資

するよう、当該校の意見を踏まえた上で、教職員用の更衣室および休憩室を確保するこ

と。 

◇新築する校舎、体育館、武道場、図書館および会議室等の完全冷暖房化を図ること。 

◇昨年９月に移転した中野東中学校新校舎においては、移転後に指摘を受けた不具合や要

望には十分配慮し、可能な限り速やかに対応すること。 

◇平和の森小学校の新校舎建設へ着手し、一日も早く完成させ、同小学校の劣悪な教育環

境を是正すること。 

◇「中野区立小中学校施設整備計画（改定版）」の対象校となる二中・七中・北中野中の改

築を遅滞なくもしくは前倒して実行し、校舎の老朽化が著しく劣悪である教育環境を改

善すること。また令和13年度以降の整備が予定されている、五中・緑野中・南中野中に

つきましても、間もなく築50年が経過しようとしているため、前倒しして計画を実行す

ること。 

◇将来の生徒数の動向を踏まえ、学級数増への対応や少人数指導教室等にも活用し得る予

備教室を十分に確保すること。 

 

４．環境整備について 

 平成29年度より「環境整備」という大枠で各種事項やその他につきまして要望をいたし

ております。  

 新型コロナの影響で2020年度中に前倒しされ、2021年４月からは中野区内小中学校全

校において、全生徒のｉＰａｄ無償貸与にご尽力いただきましたこと深く御礼申し上げま

す。 

 ただ、令和３年度中Ｐ連改善要望書にも記載しましたが、2019年３月の「中野区立学校
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における働き方改革推進プラン」において、「中学校教員の約50％、小学校教員の約40％

が在校時間週60時間以上（時間外労働80時間／月に相当）」という実態が示されました。

さきのデータは３年前であり、かつコロナ禍のために実情に合ったデータか検証は必要で

すが、この３年間の状況から鑑みるに、この数字が改善されていないであろうことは想像に

難くありません。ハード面での環境変化は当然、ソフト面での変化をもたらし、それを準備

する教員の働き方へも影響を及ぼしていることが、2019年および2020年「中野区学力に

かかわる調査」より示されております。電子黒板やタブレット端末を活用した授業に関して

児童・生徒のアンケート結果は、約80％近くがＩＣＴを活用した授業は「楽しい」、「わか

りやすいと」と回答しております。その反面、教員へのアンケートで「授業にＩＣＴを活用

して指導する能力」は約67％、「児童・生徒のＩＣＴ活用を指導する能力」は約67％と、

「できる」もしくは「ややできる」と回答されています。ＩＣＴに対する知識を持ち合わせ

ていながら、指導する能力やスキルに不安を持っている教員がいることが調査結果にも記

載されています。情報管理の観点から、現状いたし方ないと思われますが、 

・校内の各ネットワークが分離しているため、互換性が無く時間も業務も多くなっている 

・業務過多により時間内に完了させることができず、かつ外部からのアクセスができない

ため、残業や休日出勤が常態化している 

とも調査結果に記載されています。教員への負担は児童・生徒に影響を及ぼしかねません。

教員の働き方改革に資する環境整備へのさらなる格別な配慮を強く要望します。 

 義務教育最後の３年間は、子どもたちの人生においてかけがえのない時間となります。コ

ロナ後をも考慮して充実した学校生活を迎えるために、学校内外の活動を行いやすくする

ための支援を強く要望します。 

 また、生徒たちの学校生活の安心安全を図る取り組みとして、耐震診断を実施していただ

きたく存じます。平成28年４月現在で区内小中学校の建物別耐震診断を実施していただい

ております。問題として提起したいのは「建物および校内外に付属する部位」についてです。 

 例として、校内の天井材、天井付きエアコン・壁付エアコン、屋内外電灯、屋上設備、屋

内プール天井材および照明器具、体育館天井材および照明器具、校内高木、敷地外周のネッ

トおよび支柱、校内橋梁、区施設への渡り廊下などです。例として挙げた部位は主に「落下・

脱落・倒壊」が考慮されます。首都圏におきましても、震災が発生する予測が常にあります。

建物が頑丈であっても校内外設備での被災も考えられます。屋内プールにおいては結露に

よる金属の腐食から天井材が落下する事例も報告されています。生徒たちが常日頃いる場

所の安全に配慮を強く要望します。 

 統一要望および各校からの要望は、生徒の安全・安心を最優先に考え提出させていただい

ており、教育委員会におかれましては、そうした私どもの意を酌んでいただき、迅速に対応

していただいておりますが、長年にわたり解決・改善されていない要望や学校再編などの現

在進行形の事案もございます。 

 「格差による不利益」は、通学する子どもたちがこうむることとなります。中野区教育ビ
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ジョンにも掲げられている「一人ひとりの個性や関心に応じて発展的な学習が出来」かつ

「一人ひとりが自立し、地域社会の一員として、生きがいをもって生活をしている」ことを

実現するためにも重ねて強く要望します。 

 限られた教育予算であるからこそ、我々も真剣に考え、精査した上で提出しておりますの

で、これまで以上に本要望書に向き合っていただきたいと存じます。 

 各校の要望は、第１に生徒の安全のためを眼目に提出されております。なおかつ、それら

には直接関係ないように思われる要望事に関しても、中Ｐ連では学校生活には最低限必要

であると捉え、｢あったらいいね、という贅沢なものではなく、なくてはならない必要な事

柄だけ｣としております。 

 「一校の問題は中野区立小中学校の問題として共に考え学び行動する」ことを推進し、さ

らに次世代の学校運営のためにも、学校の活動目標や方針等についての共通認識を得た上

で、近隣の学校や社会教育施設、また、教育関係団体等の各種団体と連携するなど、様々な

ネットワークを活用した指導体制の整備・充実を図る必要があると考えています。何事にも

影響されることなく、スケジュールどおりに整備計画を進めていくよう、重ねて強く要望し

ます。 

 これらを行政、学校、保護者だけでなく、さらに大きな地域連携という枠組みで捉え、中

野区全体で子どもたちを育成していくシステムを区として明確に構築していただけるよう、

以下を強く要望します。 

 

◇学校部活動（運動部・文化部）の設備、備品の充実のために、従前どおり必要な校割予算

の充実を図ること。加えて、新型コロナウイルス対策費用を別途盛り込むこと。（新型コ

ロナウイルス対策の一環として、バス利用予算を拡充し、校外学習などにおいてバスを

活用しやすくすること） 

◇今年度導入された中野区の学校情報配信システムについては、双方向機能や欠席連絡機

能の活用を積極的に進め、学校側と保護者側双方にとってより効率的、効果的となる活

用を図ること。 

◇検討中の学校部活動の、区内公共施設、また教育環境施設と連携した利用ができるよう、

早急に明確な指針や基準の策定を図ること。 

◇統合図書館システム運用に伴い、引き続きその運営委託に関する環境に対し十分な検証

を行い、生徒の読書および学習環境の一層の充実を図ること。 

◇学校に居場所や相談相手を見出せない生徒に対する適応指導教室の対象学年や、適正配

置を図っていただいたが、今後も状況に応じての柔軟な対応とソーシャルワーカー等の

関係各位と連携を密にして取り組むこと。 

◇放課後や休日の生徒の居場所づくりを構築するために、当事者である生徒および地域の

声を丹念に吸い上げ、それらを早急に実行に移すこと。 
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〔３〕各校の要望事項について 

中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

第
二
中
学
校 

1  

西側トイレ

の改修につ

いて 

R2 年〜

継続 

西側(旧校舎）トイレの悪臭がひどく、目地やタイルに染み込んだ尿にる悪

臭はどんなに掃除をしても取り去ることができない排水管や床面の目地、

コンクリート部分壁のタイル等の改修を強く要望します。 

2  

学年の１フ

ロア化（３

クラス同フ

ロア化） 

新規 

現在、同学年が別フロアや別棟でのクラス運営が常態化している。 

災害時、別棟で授業行っているクラスが有事の際、孤立化し災害対策本部

である職員室と分断されてしまう。 

生命を守る為にも早急に１フロア化の実施を要請したい。 

また、生徒管理の一元化のためにも早急に取り組んでほしい。 

3  
給食室の改

修について 

R3 年～

継続 

本校の給食施設・設備は大変古く、老朽化した施設・設備の中で給食調理

業務を行っております。 

配膳された白米の中に米粒大の炭化した異物が混入されていたことがあ

り、炊飯器に付着した炭化した澱粉が剥がれ落ちたものと推測されます。 

定期的に調理業者が清掃していますが、おいしくて安全な給食提供のため

にも早急な給食施設・設備の改善を強く要望します。 

4  

学校区域の

変更につい

て 

新規 

学校から徒歩 30 秒の距離に自宅がある生徒であっても、学区域の指定に

より徒歩 30 分という距離が離れた学校に通学しなければならないことに

不便さを感じています。学区域を適正な距離となるよう区域変更していた

だくか、もしくは指定校変更が自由にできるような制度改正を要望しま

す。 

5  

理科室・被

覆室の環境

設備につい

て 

R2 年～

継続 

理科室・被服室の実験用机と椅子が 36名分しかなく学級定員の 40名に

なっていない。また実験をするには狭い状況なので早期の改善を強く要望

します。 

6  

図書準備室

の環境整備

について 

R2 年～

継続 

本校には今まではなかなか手に入りにくい歴史書や百科辞典を図書準備室

に数多く保有していますが、図書準備室自体が手狭なため、 既存の本棚で

は収容し切れません。大切に管理し、 整理するためにもスライド式の本棚

が必要ですので、 早急に整備していただきますよう強く要望します。 
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中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

第
五
中
学
校 

1  

不登校生徒

のための

「第２ほっ

とるーむ

（第２教育

相談室）」

へのエアコ

ン設置 

新規 

五中では、昨年度約１０％の生徒が不登校となっており、「第２ほっとる

ーむ（第２教育相談室）」が不登校生徒の居場所の役割を果たすために、

エアコン設置は喫急の課題となっています。一人の子どもも取り残すこと

なく支援するため、早期の対応を強く要望いたします。 

2  

ドリームル

ーム外側の

非常階段

（西校舎南

側）の改修 

R3 年～ 

継続 

非常用外階段ですが、特に踊り場部分のさびがひどく、安全対策のため改

修が必要です。劣化状況を確認し、必要な改修等を施されるよう要望いた

します。 

3  

個人情報及

び重要書類

を収める金

庫の防災・

防犯対策 

R2 年～ 

継続 

２Ｆの廊下に置かれている大金庫について、地震時の安全のため転倒防止

工事をお願いいたします。また、重要書類の保管用に、新たに校長室に小

型金庫を設置することを要望いたします。 

4  

防災対策

（防火シャ

ッターのス

トッパー、

廊下の摩

耗） 

H28年

～継続 

防火シャッターについて、旧式のためストッパーがなく、改善を要望いた

します。また、廊下が摩耗しており、安全対策のため改善を要望します。 

5  
雨漏り対

策・修繕 

H26年

～継続 
雨漏り対策について、根本的な修繕をしていただくよう要望いたします。 
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中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

第
七
中
学
校 

1  

特別教室の

席数不足に

ついて 

Ｒ３年～

継続 

特別教室（第一理科室、第二理科室、第一技術室、被服室、調理室、第二

技術室）の席数が生徒定員数を満たしていない為、学習環境に不平等が生

じている。そのため、生徒定員数の全員が同じ環境で教育を受けられるよ

う、席数の増設を強く要望します。 

2  
教室ロッカ

ーの充実 
新規 

登下校時の教材等を入れたリュックがあまりにも重たく、健康被害が出か

ねない。また、各教室のロッカーが小さく登校後もリュックが散乱してい

る状況。教室ロッカーの改善、増設などを求めます。 

3  
プールテン

トの設置 
新規 

昨今の異常気象に対する対策が取れていないと感じています。気温水温に

よりプール授業が中止されるような状況の中、実施時には直射日光を回避

できる場所はほとんどありません。事故が起きる前に早急にテントの設置

を求めます。 

北
中
野
中
学
校 

1  

会議室のエ

アコンの付

け替え 

新規 

老朽化が進んでおり、非常に効きが悪く支障を来している状態。会議室は

会議をはじめとし、様々なことで使用頻度が高く、また、会議のための外

部からの来校者も多くあることから、付け替えを強く要望します。 

2  
冷水機の設

置 
新規 

一学年校舎にだけ冷水器がなく、暑い時期の冷水での給水が生徒各自の水

筒に頼る状況となっており、生徒からの設置要望があります。 

3  

第２美術室

へのエアコ

ンの付け替

え 

新規 
老朽化が進んでおり、効きが悪く教室全体を冷やすことができない。暑い

時期の教室の使用に支障を来しており、付け替えを要望します。 

4  
体育館の照

明設備変更 

R3 年～

継続 

水銀灯のため、一度消灯すると点灯までに時間が掛かってしまうことか

ら、生徒たちの活動をはじめ、外部講師によるプレゼンをお願いする際な

ど事前準備にかかる手間や対応に非常に苦慮しており、早急な対応を強く

要望します。 
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中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

緑
野
中
学
校 

1  
地下体育館

カビ対策 

R3 年～ 

継続 

昨年度からの継続案件ではありますが、生徒や訪問者からも、カビ臭の苦情

が頻繁に聞かれるようになりました。設備の改修には時間も必要である一

方、健康被害の可能性を危惧いたします。早急にカビ除去専用の清掃を実施

いただくとともに、換気設備の点検と修繕をお願い申し上げます。 

2  
校庭の照明

設置 

R 元年～ 

継続 

昨年度以前からの継続案件となりますが、今年は生徒会からの要望としても

上がってまいりました。特にサッカー部が利用するグラウンド西側が非常に

暗いとのことです。生徒の安全にも関わります。照明設置をよろしくお願い

します。 

3  
廊下蛍光灯

の LED化 
新規 

校舎廊下の蛍光灯は、天井の高さの割に光が弱く、薄暗いのが現状です。さ

らに、昨今の電力不足、電気料金の値上げもあり、非常に非効率となってお

ります。人感センサーで開閉作動する LED化をお願い申し上げます。 

4  
トイレ入口

のドア設置 
新規 

中学生は思春期にも入り、精神的にもデリケートな時期となりますが、北校

舎 1-3階トイレの入り口には仕切るものが全くなく、個室の扉までが廊下

から丸見えとなります。仕切り（またはウエスタンドア）の設置を要望いた

します。 

5  

準備室・生

徒会室への

エアコン設

置 

H30 年

～継続 

教員の教科の準備に利用する準備室には空調がなく、生徒の学習準備に支障

を来しております。また課外時間に活動する生徒会室も、空調のない悪条件

となっております。適度な温度を保ち、労働・活動環境を整備することで、

効率も上昇し、教員の働き方改革にも寄与するものと考えます。準備室およ

び生徒会室へのエアコン設置をお願いいたします。 
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中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

南
中
野
中
学
校 

1  

オンライン

授業に伴う

ソフトウェ

アの充実に

ついて 

R3 年～ 

継続 

全生徒に配布されたｉＰａｄをより効果的に活用するには、優れたアプリケ

ーションやオンラインサービスを導入する必要がある。導入するにはランニ

ングコストを考慮した予算措置がされないと学校独自の判断で有料サービス

を入れることができない。優れたアプリケーションの導入は生徒の学びにと

っても効果的で、かつ教員の働き方改革にも資するものと考えられるため、

導入のための予算化や制度変更による教育環境を充実してもらえるよう強く

要望したい。 

2  

教育相談室

の改修につ

いて 

R2 年～ 

継続 

教育相談室の内装が暗いので、明るいイメージの相談室にしていただきた

い。また、子どもが居やすい環境となるよう、座り心地がよい椅子や机、本

等の備品を設置していただきたい。また、プライバシーを確保し相談しやす

い雰囲気とするため、壁や入口等を改修を強く要望します。 

3  
タクシー券

について 

R3 年～ 

継続 

当校で骨折等の病気・怪我があった場合、東京都災害拠点病院に指定されて

いる近隣の佼成病院へ搬送されることが多い。2014 年に杉並区へ移転した

が、依然として佼成病院を利用することは多い。学校と病院の位置関係から

アクセスが不便な状況にあり、体調やけがをした生徒をバスや電車で帰宅さ

せるのは困難な状況。往路のタクシー券は使えるが、復路についてもタクシ

ー券が使用できるようにしていただきたい。 

4  

スクールロ

イヤーの導

入について 

R3 年～ 

継続 

学校現場で起きる様々な問題に対し、事件の未然防止や生徒指導への助言な

どを担っていただくことで教職員の負担軽減にもなるので、スクールロイヤ

ー（もしくは顧問弁護士）の設置を強く要望します。 

5  

移動教室や

校外学習時

の保険料立

替えについ

て 

新規 

例年４月～５月にかけて移動教室や校外学習があり、生徒に対する学校旅行

保険を支払っている。本来であれば教材費等から割り当てるべきだが、教材

費が振り込まれるのが６月であるため、それまでの間は教職員が立て替えて

いる。この立て替えに使える予算を確保していただきたい。 

6  
校舎東側の

蔦の撤去 
新規 

校舎東側の壁面の一部に蔦で覆われた箇所があり、もともと壁面緑化として

整備されたもと思われます。しかしながら、現在何らかの原因で蔦が全て枯

れてしまいました。緑化の効果がないだけではなく、枯れた蔦は燃えやすい

ため、火災時には非常に危険です。早急に撤去や植え替えなどの対策を講じ

ていただきたい。 
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中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

中
野
中
学
校 

1  

多目的室へ

の机収納式

椅子の配置

について 

新規 

周年記念として現多目的室にエアコンを整備し、今後は生徒がプレゼンテー

ションができたり、地域に貸し出せるような会議室を整備したい。そのため

の椅子がないので、机収納式椅子を 45脚の配備を要求したい。 

2  

校庭南側に

日陰や目隠

しになるよ

うな植樹に

ついて 

新規 

本校校庭は幸いなことに南側に設置してあり、日差しを遮るものが全くな

い。年間を通して校庭には日よけができる場所がなく、運動会をはじめ、校

庭使用の際に緊急的に生徒が休む場所がない。まだまだコロナ禍での教育活

動が予想されるので、日よけになるような植樹を希望したい。景観の観点か

ら「桜」が望ましいといえる。 

中
野
東
中
学
校 

1  

新校舎運用

後に指摘の

あった各所

の不具合の

改善 

R3 年〜

継続 

①防犯警備体制の改善 

不特定多数の人が出入りする複合施設内に中学校があるにもかかわらず、玄

関脇の主事室から校門が見えづらく、またインターホンを鳴らしても主事室

では受けられないなど防犯上の問題がある。主事室でインターホンを受けら

れ、モニターで玄関の様子を見られるような設備導入を要望いたします。 

②校庭照明設備の改良 

現在校庭に 6機の照明があるが、ピロティ付近の段差がある個所に照明が当

たらず、日没の早い冬場は見えづらくて危険であるため、増設などの対応を

要望いたします。 

③校舎 2階以上の窓に網戸設置 

新校舎建設時に虫よけ目的の網戸が 1階のみ設置していただいています。大

規模災害時の避難所として機能する際の換気時に、空調が使えないことが想

定され、網戸を設置しておかないと害虫が入ってしまうことが考えられるた

め、2階以上にもぜひ設置していただけるように要望いたします。 

④屋上プールの遮熱・目隠し対策の充実 

近隣の高層ビルからプールが見えてしまうこと、また、5階と区立中学でも

最高層にプールが設置されているにもかかわらず、避暑・遮熱目的の庇がプ

ール周辺しか覆っておらず、熱中症リスクが高いため、両方の要件を満たす

ネットを設置していただくことを強く要望いたします。 

⑤廊下の水道蛇口のレバー化 

感染症対策として各階廊下の水道蛇口をレバー式に変更していただけるよう

要望いたします。 
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中
学
校 

No 要望事項 新・継 要望箇所およびその理由 

明
和
中
学
校 

1  
外灯の設置

について 

H22 年

～継続 

校舎・校庭・体育館・正門の動線上に照明がなく、日没後の生徒の下校時、

夜間に学校を利用する地域の皆さんの事故やけがの防止対策も去ることなが

ら、本校の校舎と校庭の間にある川沿いに不審者が現れております。学校を

利用する生徒や地域の方々の安全確保の観点からも必要箇所に外灯を設置し

ていただくよう強く要望します。 

2  

妙正寺川沿

いへの感応

型ライトの

設置につい

て 

R2 年〜

継続 

本校は区内の中学校で唯一、校内施設の中を妙正寺川が通り抜ける構造とな

っております。川の流れや緑に囲まれ自然を感じる校風ですが、相反して、

この川が夕方には死角となり、水量の少ない冬場の時期は、川に沿って校舎

へ容易に立ち入ることが可能な状況です。過去には、実際に校舎内の橋の下

の側面へ当校生徒を中傷する落書きがあったり、また、夏の深夜にグラウン

ド内に忍び込み、さらにはプールで泳いでいる不法侵入者の通報も近隣から

ありました。生徒たちの安心・安全の確保のため、さらには、再編し、生徒

も教職員も増えた中、しっかりとした防犯体制を確立しなければならず、妙

正寺川を照らす感応型ライトや防犯カメラの設置も必要でありますので、早

期に設置していただくよう引き続き強く要望します。 

3  

運動場ネッ

トの改修に

ついて 

R2 年〜

継続 

運動場のネットの高さが足りなく、また所々破れているため、野球やサッカ

ーの部活動の際に妙正寺川へボールが落ちてしまいます。物を大切に扱うよ

う指導しているが、根本的な原因が解消されない限り、無意味なものとなり

ます。サッカーでは自分のボールを使用することがあり、その生徒のボール

を拾いに誰かが川に降りるケースも想定されます。限りある用具を大切に扱

うことと自然環境の破壊防止の観点はもちろんではありますが、何よりも身

体・生命の危険を未然に防ぐために、早急に高さの延長と修繕をしていただ

くよう強く要望します。 

4  

図書館の蔵

書数の増に

ついて 

新規 

再編に伴い、旧四中・八中の蔵書を整理したところ、両校とも長い歴史があ

ったため、傷んだ本や古い本を整理した結果、生徒数に対して蔵書が不足し

ている状況です。生徒数の増に伴い、新刊本も複数冊購入したいところです

が、予算不足でそれもできません。本校生徒の図書館の利用率は高く、特に

新刊本の貸出希望は大変多く、長期間待たせている現状です。生徒の読書意

欲をさらに高めるためにも、蔵書数の充実および新刊本の複数冊購入をした

いので、図書購入費の増を強く要望します。 




